
 

 

新時代  

インターネットで、商品を購入したり、動画を視

聴した後に、私の好みを人工知能で分析し、おすす

めしてくる仕組みのことをレコメンドというそうで

す。 

テレビ番組は視聴率が低ければ打ち切られますの

で、製作者は視聴率を上げるためにあの手この手を

使ってきた歴史があります。 

現在インターネット上では、テレビ代わりになる

様々な動画コンテンツの配信サービスがありますが、

これらの企業はレコメンドを使って視聴者の好みを

収集し、把握し、番組作りに役立てていると言いま

す。 

視聴率が世の中の大きな流行の傾向を塊として捉

えられるのに対して、レコメンドは、個人個人の興

味関心に細分化してデータを集めることが可能です。

私がアニメ映画を視聴すれば、すぐに同じ監督の作

品がおすすめ動画に挙がります。 

ある動画配信会社は、このレコメンドの人工知能

にかなり力を入れていて、番組制作に取り入れてい

るようです。その会社は、近い将来、観る人によっ

てストーリーの異なるドラマ、映画を制作するとい

います。主人公の努力や成長が見たい人もいれば、

なんでも思い通りにできる最初から無敵の主人公の

物語を好む人もあります。恋愛ものが好きな人も嫌

いな人も、観たいものだけが自分の元に集まってき

て、苦手なものや、興味のない作品は視野に入って

来なくなるとしたらあなたはどう思われるでしょう。 

私が子どもの頃、ゆうべ観たテレビの話しを翌朝

の学校で話題して盛り上がるということが良くあり

ました。家族も居間に集まり同じテレビ番組を観て

いるので何となく共通の話題もありました。 

もちろん、今でもそういうことは無くなったわけ

ではありませんが、各段に減ったと感じています。

カウンセリングでも、「家族と話す話題がない」とか、

「職場の休み時間に話すことがなくて間が持たない」

などと仰る方も少なくありません。食卓で、家族が

それぞれ自分のスマホをいじりながら食事をしてい

る光景、職場でもスマホ片手の休憩時間はもう珍し

くはありません。みんなで同じことをするよりも、

自分に寄せてくるコンテンツ（作品、商品、情報な

ど）をそれぞれが楽しむようになってきました。 

最近、テレビでもインターネット上でもよく見か

ける人に成田悠輔さんという経済学者がおられます。

東京大学を優秀な成績で卒業され、マサチューセッ

ツ工科大学で博士号を取られ、現在はイェール大学

の助教授をされているそうですが、このかたの主張

の一つに、現在の民主主義は破綻しているというも

のがあります。選挙という仕組みが世代別格差を生

んでいるということは、少子高齢化の日本では多く

の人が感じていることですが、色々な改善案がある

中、成田さんは現在のデジタル技術を民主主義に積

極的に取り入れることを提唱されています。政治家

が居眠りをしていても人工知能が国民の声を集めて

最適解に導いてくれる仕組みが、新しい時代の民主

主義の在り方なのだと。 

政治家を選挙で勝たせているのは個人ではなく、

力を持った団体であることは、昨今のニュースなど

で実感が増しているのではないでしょうか。 

声の大きい人の意見が採用されるのは、教室でも、

職場でも、国会でも、共通していることですが、民

主政治では、大きい声とは人数の多さということに

なりますから、マイノリティたちはその不公平を正

そうとすれば、マスメディアという拡声器の助けを

借りることになります。そんな格差を是正するため



 

 

に、レコメンドを政治に使用するという提案を「面

白い」「天才的」と感心されているお話しをカウンセ

リングでも最近よくお聴ききます。 

一方で、自分の考えや意見などはなく、やりたい

ことも、ほしいものも実はないと仰る方たちもいら

っしゃいます。だから、誰かに決めてほしいと仰い

ます。 

だから、スマホが提案してくるレコメンドが頼り

だと言われます。日常的なこと、たとえば、食事の

メニュー、余暇の過ごし方、驚くのは、就職活動の

際に「自分が何の仕事に就いたら良いか教えてほし

い」と本気で質問される人も少なからずおられるの

です。 

SNS などで発信力、影響力の強い人のことをインフ

ルエンサーと言いますが、先述した『誰かに決めて

ほしい人』たちは、自分の信頼するインフルエンサ

ーの意見に耳をすませておられます。また、『推し』

という言葉も流行っています。アイドルやスポーツ

選手、作家、アニメの主人公など、自身の支えとな

る人を応援することを『推す』というのです。『推し』

に癒しを求めたり、導かれていると感じている人の

お話しもよく聴きます。 

レコメンド政治が実現したとき、何かを『変えた

い人』と、『変えたくない人』とでは、だいぶ違った

政策になりそうだと思ってしまいます。その政策の

違いを議論と多数決によって決着をつけてきた民主

主義は、レコメンドという『個人優先型の仕組み』

によって、議論も多数決も不要にされてしまうので

しょうか。 

いや、民主主義が国民ひとりひとりにとって、そ

れぞれの幸せを叶えるためにできたのであれば、国

民がひとつになって同じ方向に進んでいくことでは

なく、むしろ、バラバラになって、それぞれが個人

個人で幸福を追求することを互いに許しあうことが、

民主主義の最終形態なのかもしれませんね。人工知

能に見守ってもらいながら・・・。 

人が悩まなくてもすむ新時代が来れば私は仕事を

失いますので、それまでは精一杯働こうと思います。 
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